
　田口玄一博士が1991年に体系化した「タグチメソッド」(技術者にとっての
仕事のやり方・考え方)は，品質向上や開発の効率化を目的とした開発段階で
大きな成果を挙げ，幅広く活用されてきた．しかし，この体系の不十分な点を
田口博士自身が認識された結果，2010年代に入る前に体系が大きく見直さ
れることになった．
　本書では、田口博士が見直した「タグチメソッド」の考え方を正確に伝承す
べく，理論を一から解説している．改善された体系によって、実際の研究・技
術・製品の開発段階で格段に使いやすくなっている．
　本書は，「タグチメソッド」を知らない人にも読めるような構成をとっている
が，旧来の「タグチメソッド」に精通している人にとっても、本書を読めば体系
のブラシュアップができる．
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